
 ２．若者の車離れについての都市部と地方部の違い 

○ 「都道府県内の鉄道・バス輸送人員/人口」と「乗用車数/世帯」の分布をみると、「大都市圏等」では「鉄道・バス」が 

 高く「乗用車」が低い一方で、地方圏では「鉄道・バス」が低く「乗用車」が高い傾向にある。 
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「都道府県内の鉄道・バス輸送人員/人口」と「乗用車数/世帯」の分布
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「地方圏（赤点線枠）」は「大都市圏等（青点線枠）」と比べて、「鉄道・バス輸送人員/人口」

は低い一方で、「乗用車数/世帯」は高い傾向。

青点線枠内の都道府県（大都市圏等）
北海道、宮城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、

愛知県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、広島県、福岡県

「鉄道・バス輸送人員/人口」は高い一方で、

「乗用車数/世帯」は低い。
赤点線枠内の県（地方圏）

「大都市圏等」以外の県

「鉄道・バス輸送人員/

人口」は低い一方で、
「乗用車数/世帯」は高い。

（都道府県別・H24年度）

注：「鉄道・バス輸送人員/人口」とは、H24年度中の各都道府県内の「鉄道・
バス輸送人員」を、各都道府県人口で除した値である。

資料：旅客地域流動調査、自動車検査登録情報協会資料
総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査」
を基に国土交通省総合政策局作成。

○ ソニー損保保険の新成人のカーライフ調査では、新成人５６．７％が運転免許を保有し、 

  地域別でみると、都市部４２．２％、地方６０．７％となっている。  ※「ＪＡＭＡＧＡＺＩＮＥ 2014March 【特集】若者とクルマ 」より 
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